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ベテランの皆様の海難事故が増加。
気を緩めず、常に安全行動を！

65歳以上の船長による事故が多くなっています。必ず次の行動をとりましょう。
・普段の体調管理を適切に行う。
・単独で行動せず、複数で行動する。
・救命胴衣は常時着用。
・これまでの経験だけで判断しない。

トピックス ……クロマグロの禁漁、海釣りルールを守ることの徹底。など

活動報告………マリンレジャーのパトロール、石川県防災訓練参加、海難訓練、海の授業など

行政から………第９管区管内の事故の状況、金沢・七尾海上保安部着任のご挨拶

ざぶん賞受賞作品◎ボートマンズ エッセイ・雨の日の海
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クロマグロが資源保護のため、禁漁と
なりました。
石川県水産課より8月20日付でクロマグロの採捕につい

て規制されました。本件は水産庁、および全国各地の広域漁

業調整委員会から、資源保護の理由で公示されたものです。

・規制内容：遊漁によるクロマグロの採捕を全面禁止

・規制期間：令和3年8月21日～令和4年5月31日
6月時点では、30㎏以下の小型魚のみ採捕禁止という案

内をお送りいたしましたが、その後想定を超える量の採捕

が行われたため、大型魚含め、日本の海域での採捕が前面

禁止となったものです。

密漁については3年以下の懲役、または3,000万円以下
の罰金が科せられます。

また漁業権を侵害した場合は100万円以下の罰金が科
せられます。会員の皆様にはご理解、ご協力をいただくとと

もに、知識や理解が乏しい遊漁者へのご指導もお願いいた

します。

石川県での海釣りのルール

禁止事項について今一度ご確認をお願いいたします

禁止事項

１. カキ養殖施設の周囲50ｍ以内でのまき餌
２. いわのり漁場の近く、および舳倉島燈台、七ツ島大
 島燈台、嫁礁燈台の各半径5海里以内でのまき餌
３. 定置網漁具の周囲200ｍ以内での釣り
４. 引き縄釣り（トローリング）

また、マナーとして

・ まき餌は最小限で。
・ ごみは海に捨てずに必ず持ち帰る。
・ 漁業者の妨げとなる行為は行わないこと。
などを徹底願います。

小中学生の海や水の作文公募、ざぶん
賞2021は中止となりました。
今年20回目となるざぶん賞は、コロナ感染症の影響が続

き、一部の地域を除き、事業が中止となりました。

2000年に当会が海の祭典の協賛事業として第1回目を
開催、その後関係者から継続の意義があるという意見が多

く寄せられ翌年から実行委員会（現財団）を設け、筑紫哲也

氏を会長に就任いただき、募集範囲を全国に広げました。

その後、年々応募者が増加、全国から約1万作品が応募さ
れる事業へと発展。活動が高く評価され、全国の関係者の

協力で、文部科学大臣賞、国土交通大臣賞、環境大臣賞、海

上保安庁長官賞、水産庁長官賞の交付をいただく事業へと

発展しました。

一方20年を経過し、事業をとりまく教育環境、生活様式、
また地球環境問題も大きく変化しました。今後は次代が求

める事業へと内容を現在検討中です。

コロナウイルス感染症防止のため、今
年も事業の多くが中止となりました。
新型コロナウイルス感染症がさらに拡大、継続した本年度

は、その防止のため、当会も多くの事業や会合、などが中止と

なり、最低限の事業を実施するに留まりました。

特に夏のシーズンの子どもたちやご家族が参加する体験

航海や海の教室など、交流するイベントはすべて中止しま

した。

総会にて事業計画・予算が承認

役員会も再開。
3月　総会書面審議、１月、10月　役員会

通常総会は昨年に続き書面にて審議されました。

通常の安全指導、パトロールの活動強化、ライフジャケッ

トの着用徹底、海洋体験推進事業、文化創造事業などの計

画が承認されました。またコロナ感染者の減少傾向が見ら

れた時点で、役員会を2回開催しました。
会では当会がNPO法人になり、20年を経過することから、

記念事業や新たな方向性について意見交換がなされました。

春の合同安全パトロール
4月25日　金沢港（金沢支部）

金沢支部は、金沢海上保安部の協力のもと、5月の連休か
らの海洋レジャーシーズンを見据え、合同安全パトロール

を実施しました。

当会安全パトロール艇3隻が参加。金沢海上保安部員に
同乗いただき、沖合のレジャー船数隻に、安全の注意喚起と

ともにリーフレットなどを海上で配布しました。

また陸上では金沢港内をパトロールし、釣りなどをして

いる一般の方々にも啓発活動を行いました。

海の事故ゼロキャンペーン、合同パト
ロール出動式
7月22日　七尾港（能登支部）

7月16日から31日の「海の事故ゼロキャンペーン」期間
において、七尾港にて出動式を行いました。

会員６名、七尾海上保安部長、保安部員及び巡視艇はま

ゆき乗組員、七尾警察署長をはじめ地域課の職員及び警備

艇いしかわ乗組員が参加しました。

トピックス 活動報告
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七尾海上保安部長、七尾警察署長、当会、中越能登支部

長の挨拶の後、巡視艇はまゆき、警備艇いしかわ、安全パト

ロール艇の順で出発しました。

途中「いしかわ子ども自然学校」の一環として能登高校

おおとり丸に乗っていた子供たち約30名に手を振り、海の
上の楽しさをPRしながらも、港口においてPBやカヌーに
対し安全指導を行いました。

ミニボートへの安全啓発や、ビーチで
の安全パトロールを実施
7月11、18、24日　白山市海域（加南支部）

夏のレジャーシーズンにおいて、手取会の海上安全指導

員が、県内各地でも増加しているミニボートへの安全啓発

を、金沢海上保安部員とともに行いました。

また、陸上からは白山市の徳光海岸で、パトロールを実

施。各種アクティビティを楽しむ一般の愛好家に、安全啓

発を行い、安全手帳などを配布しました。

石川県総合防災訓練に参加。海難救助
訓練も実施
9月8日　穴水湾（能登支部）

石川県総合防災訓練が穴水町をメイン会場に行われまし

た。前年はコロナ感染症の影響で中止となりましたが、本年

度は規模を縮小し開催されました。当会からは中居マリン協

会の２隻が参加。前回同様、ある地域が陸路を絶たれたとの

想定で、当会の小型船が海上で自衛隊の艦船から物資を受け

取り、港に運びトラックに渡すという訓練を行いました。

海難救助訓練

物資搬送後、海上保安部と

ともに、海難救助訓練を行い

ました。漂流する転落者を小

型船で救助し、海上で海上保

安部の巡視船に、さらに巡視

船から同部のヘリコプターに

搬送するという一連の訓練を

行いました。

児童館・小学校に安全教室のDVDを
配布しました。
7月29日　白山市（加南支部）

手取会が毎年行って

いる、白山市のこども

園と小学校での「海の

授業」は、コロナ感染

症防止のため中止し、

代わりに安全教室の

DVD教材を配布いた
しました。

県民の森の植樹、草刈りを継続。
5月27日、6月28日　加賀市　県民の森（加南支部）

大協マリンクラブ

は、毎年の恒例事業と

なっている、加賀市山

中の県民の森で、草刈

りを実施しました。

県海面利用協議会に出席。
11月８日　石川県庁

本年度の県海面利用協議会が開催。この会の会長代理兼

遊漁者代表として委員を委嘱されている濱田理事が出席し

ました。会ではクロマグロの禁漁に関する徹底方法につい

て協議されました。委員からは、もしクロマグロが釣れた際

にはどのようにリリースするかも周知すべきとの意見があ

りました。

また、コロナ禍になってからマナーが悪い釣り人が増加

したと思われることから、漁業者とのコミュニケーションを

とり、良好な関係で遊漁者を教育することも必要という意

見がありました。

事務局からは、昨年外国人居住者の密漁が増加している

ので、多国語の看板を立てるなど啓発を強化したいとの報

告がありました。
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たいと思います。今後とも更なるご支援とご協力をお願い

いたします。

「油断なく」海を楽しんでく
ださい

七尾海上保安部　警備救難課長
森田 秀二　（もりた しゅうじ）

今，七尾保安部の執務室から七尾南

湾が一望できます。晴天の昼下がり，日に照らされ，湾は小

さな波を反射してきらきらと輝き，島々はどっしりと腰を落

ち着け静まりかえっています。

４月に第九管区海上保安本部から来ました。以前２年程

の七尾勤務があり，こうして美しい七尾湾を眺めるのは奇

遇にも２０年振りのこととなりました。

｛海は平等である｝静かな佇まいの美しい風景を見ている

とそう思います。海を快走する，釣り糸を垂れ波間に揺ら

れ、思い通りに釣果が上がる、陸からは拝めない景観を楽し

むなど、洋上には何の上下もない自由があります。

私はこれまで主として事件事故対応の現場で過ごしてき

ました。「何故、あなたはそうしたのか」と詰りたくなるよ

うな事故がある一方，まるで悪魔に魅入られたような、不幸

な事故もありました。事故は私達にとっては一生懸命に対

応する仕事の一つに過ぎませんが、ご当人やご家族にとっ

ては，これまでどおり続くと信じていた平穏な暮らし向き

が、一気に暗転する大きな出来事です。

穏やかな海は時として表情を一変させます。そうなった

ら私達が抗うことはとても難しいです。しかし、これまでベ

テランにしか叶わなかった海の表情を，現代の科学は、相当

正確にうかがい知ることを可能にしました。最も基本であ

る気象海象予想を十分に活用して下さい。

洋上で孤立するボート。悪天候による事故はデット・オ

ア・アライブです。皆様は、安全活動を率先する海を愛する

気高き方々ですが、不幸にも事故に遭遇された方やそのご

家族に接してきた経験から、皆さんには「油断なく」海を楽

しんで欲しいと、そう願って止まないのです。

楽しい海。その前に事故のな
い海を目指して！

七尾海上保安部　交通課長
中野谷 隆（なかのや たかし）

顔見知りの方もおられるので、まずは

お久しぶりです。４年前には七尾保安部に勤務しており、新

潟保安部、第九管区海上保安本部を経て帰ってきました。

今回七尾に帰って来て、石川県の出身である私は、やはり

染みついた味の好みというのは抜けないものだと感じまし

た。というのも、新潟県にもラーメンが多種あり、美味しい

店もたくさんあります。しかし私にすれば少し味付けが濃

く、スープまでは飲み干せませんでしたが、久しぶりに七尾

でラーメンを食べ、スープも飲み干すまで止められない美

味しさに感動しました。

また能登は、気軽に新鮮で美味しい魚が食べられます。

なお、残念ながら私は下戸ですので、酒処新潟の越乃寒梅

が旨いとか、八海山が飲みやすいとかは全くわかりません。

さて、海に関してですが、マリンレジャーが益々 盛んになっ

てきていると感じました。４年前も、釣り目的のミニボート

やイルカウオッチング船は見受けられていたのですが、ミ

ニボートも相変わらず多く、イルカの生存数が増えたのも

要因でしょうが、イルカウオッチングが益々盛んになって

いるようです。さらに加えてカヌーやSUP、水上バイクで
楽しむ方も多くなったように感じました。また今後の様子

を聞いても特に能登島周辺ではさらにマリンレジャーが盛

んになる傾向です。

このような状況で、皆様方にはいろいろご相談に乗って

もらうことも増えるかと思いますが、今後ともよろしくお願

いいたします。

海上安全指導員4名に国土交通大臣賞
が授与。海事関係者の表彰
7月27日　ポートサイド七尾（七尾市）

海上安全指導員９名に海事功労者の感謝状が渡されました。

受賞者と所属団体

●国土交通大臣賞

池田　悟氏

（羽咋マリンクラブ）

岡川純一郎氏

（七尾マリン協会）

竹内信夫氏

（手取会）

中越政秀氏

（七尾マリン協会）

●海上保安庁長官表彰

濱田英一氏

（マリンフィッシングクラブ）

南野吉宏氏

（マリンフィッシングクラブ）

●第九管区海上保安本部長

表彰

白木眞一氏 （加賀マリンクラブ）
●七尾海上保安部長表彰

坂　登三雄氏 （長浜マリン協会）
橋場義久氏 （七尾マリン協会）

50音順

お知らせ



海上安全指導員の紹介

本年度、新たに上田雄次氏（手取会）、中野清隆氏（小松マリ

ンクラブ）、岡崎敬規氏（七尾マリン協会）が、海上保安部長よ

り、海上安全指導員に任命されました。

海上安全指導員の新しいユニフォーム
を作成しました。
これまで海上安全指導

員の統一したユニフォー

ムがありませんでしたが、

今後の海上や沿岸での

活動を遠くから認知でき

るように、統一したユニ

フォームを作成しました。

★ユニフォームは冬用と

夏用があります。

★指導員の皆様には令和

4年度に順にお渡しい
たします。

同じ海の仲間としてすべきことの基本
の大切さを指導いただきました。
吉田副会長を偲んで

当会の副会長として、また加南支部、および小松マリンクラ

ブのリーダーとしで長年事業を推進いただいた、吉田憲孝氏

が、8月に逝去されました。
20年前、当会がNPO法人に認定される以前から、協会発足

に関わり、海上安全指導員活動はもとより、地域の係留問題

や、子供たちへの海洋体験などを先陣を切って推進されてお

り、当会の法人化の礎を築いていただきました。

行うべきことの本質を見失うことのないよう、常に注意喚起

と行動を率先し、小松・美川の海域での合同海難訓練を毎年

実施されました。またクラブ内に救助部を編成し、転落者や行

方不明者が発生した際は、いち早く捜索活動を指揮され実践

しました。

漁業者であろうと海水浴の市民であろうと、同じ海の仲間の

命を守る、助けることが最優先、近年その「あたりまえのこと」

が難しくなっていることを指摘され、活動を続けられました。

また小松梯川の係留については、省庁や自治体に安全性の

確保を訴え、地域の関係者の理解と協力を求め続けられまし

た。そしてついに暫定係留として認可され、施設が完成。河川

の新たな景観づくりにもなりました。

2019年には長年の海上安全活動が称えられ、国土交通大臣
賞を授与されました。

家族や仲間のことをいつも気にかけ、大好きな沖縄にも交

流がある方々と共に何度も訪れ、沖縄の各地を案内されると

いうきめ細かな心遣いもされました。

生前吉田さんは「何か新しいことを成すときには誰かから

誤解されたり、悪く見られたりしても仕方がない、それより海

を愛する仲間の喜ぶ顔が

見たい」ということをいつ

も笑顔で語っておられま

した。

ご冥福をお祈りいたし

ます。
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 指導員名 パトロール艇名 　 当会会員所属先

池田　栄治  羽咋マリンクラブ

池田　悟 いけだ丸 羽咋マリンクラブ

瀬戸　明 太陽丸 羽咋マリンクラブ

八島　七郎  羽咋マリンクラブ

山辺　功 やまざん丸 羽咋マリンクラブ

宇野　秀幸  マリンフィッシングC

中西　善隆 МＡＮ・２ マリンフィッシングC

野中　修 SANEI2 マリンフィッシングC

濱田　英一 海恵 マリンフィッシングC

南野　吉宏  マリンフィッシングC

山崎　清弘 Arcadia マリンフィッシングC

円角　一明 ENKAKU-M さざなみマリンクラブ

上田　雄次 春風 手取会

田中　薫 Daimino 手取会

竹内　信夫 すえひろ 手取会

鷲尾　幸博 Dragon Horse 手取会

今出　勝雄  小松マリンクラブ

表　　裕 MANA 小松マリンクラブ

中野　清孝 愛悠丸 小松マリンクラブ

山﨑久次郎 山久丸 小松マリンクラブ

河本　一男 Little Lily 加賀マリンクラブ

白木　眞一 第二夕顔 加賀マリンクラブ

山本　芳行 第五開進丸 橋立マリンクラブ

新宅　清治 新清丸 個人会員

藤元　浩司 藤丸 個人会員

細川三千夫 МＹ-Ⅲ 個人会員

水本　正幸 水丸Ⅱ 個人会員

本村外茂由 陽光丸 個人会員

金沢海上保安部管轄（令和3年12月現在）

 指導員名 パトロール艇名 　 当会会員所属先

梶　雅彦 寧豊丸 長浜マリン協会

坂　登三雄 白山丸 長浜マリン協会

従二　恵二 ひかり 長浜マリン協会

井上　巌 YUURI 輪島マリン協会

板谷　秀次  輪島マリン協会

中尾　雅夫 海龍 輪島セーリング協会

金岩　金光 金岩丸 中居マリン協会

松村　政揮 松輝丸 中居マリン協会

岡川純一郎 海王丸 七尾マリン協会

岡崎　敬規 OKAZAEMON丸 七尾マリン協会

多田　征志 Ｓ・Ｔ 七尾マリン協会

中越　政秀  七尾マリン協会

橋場　義久 貴丸 七尾マリン協会

川尻　和良 第二翔和丸 雌島クラブ

田中　孝三 あかね 雌島クラブ

西村　武  雌島クラブ

皆川　恵太 恵丸 雌島クラブ

村田　章 第３裕清丸 雌島クラブ

濱田　康司  個人会員

七尾海上保安部管轄（令和3年12月現在）

会員クラブ順・50音順
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スナップ 石川県防災訓練
海難救助訓練　穴水町

（能登支部）

春の安全パトロール　金沢港沖ボートに
リーフレットを手渡し。（金沢支部）

夏の安全パトロール
七尾港沖

巡視船とともに出動
（能登支部）

海事功労賞伝達式　七尾市
当会の国土交通大臣賞受賞者
左から竹内氏、中越氏、池田氏

安全指導員任命式
岡崎氏
七尾港

白山市小学校への海の安全教室
DVD配布（加南支部）

白山市海域での安全パトロール
（加南支部）




